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名称 代替科⽬

対象 指導体制

評価⽅法

学期 ⽉ 時間 備考

4 5
研究分野：物理、化学、⽣物、

地学、情報、数学、総合科学

6

2 ポスター発表

6 6

7 5

夏季休業期間 8

9 6

2 ポスター発表

4

39

11 4

12 6

1 4

6 ポスター発表・⼝頭発表

5

3 5

105合計

実験・観察・観測・調査、発表資料作成、２学期振り返り

３学期

実験・観察・観測・調査

球陽⾼校SSH⽣徒研究発表会（国際英語科と合同）

実験・観察・観測・調査

実験・観察・観測・調査、研究のまとめ１年間の振り返り

2

必要に応じて、実験・観察・観測・調査

２学期

実験・観察・観測・調査、発表資料作成

中間発表会

アドバイザー：運営委員8名含む合計11名

実験・観察・観測・調査

東京つくば研修

実験・観察・観測・調査

10

学習計画
学習内容

１学期

オリエンテーション（１年間の流れ、実験ノートの作成⽅法等）

グループ調整、テーマ検討、実験器具の説明および操作演習、研究⽬的・仮

説の設定、実験⽅法の検討、研究計画⽴案

5

研究⽬的・仮説の設定、実験⽅法の検討、研究計画⽴案、発表資料作成

テーマ検討会

運営委員：琉球⼤学教員８名招聘

アドバイザー：運営委員含む合計11名

実験・観察・観測・調査

実験・観察・観測・調査、１学期振り返り

対象とする事象について探究するために必要な

知識及び技能を⾝に付けるようにする。

多⾓的、複合的に事象を捉え、数学や理科など

に関する課題を設定して探究し、課題を解決す

る⼒を養うとともに創造的な⼒を⾼める。

様々な事象や課題に主体的に向き合

い、粘り強く考え⾏動し、課題の解決

や新たな価値の創造に向けて積極的に

挑戦しようとする態度、探究の過程を

振り返って評価・改善しようとする態

度及び倫理的な態度を養う。

SS理数探究Ⅱ 総合的な探究の時間、理数探究

２学年理数科
物理・化学・⽣物・地学、数学、情報、国語、英語、

体育の教員19名によるTT

学習⽬標
「SS理数探究Ⅰ」で⾝に付けた科学的素養を⽣かして、興味関⼼のある科学的事象についてテーマを設定し、グループ
で実験や観察・観測などを取り⼊れた研究活動を⾏い、探究⼼や論理的思考⼒・表現⼒、⾃主性、洞察⼒、協調性、粘
り強く取り組む姿勢を育成する。

ルーブリック、ポートフォリオ、活動観察等
評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度



 
 
 
評価と課題 

到達目標を達成できたか 
A（80%以上）、 B（65%以上） 
C（40%以上）、 D（40%未満） 

次学期（次年度）に向けての課題 

 自己評価 

１学期  

 ２学期  

３学期  

 


